
 
 

３月９日（月）からの休業措置について 
 

（１）経緯 

 ３月６日（金）プラハ６区内において、３人の子どもの両親が新型コロナウイルスに感染してい

るとの報道がありました。３人の子ども達は、Terronska 幼稚園、E.Destinnove 小学校、Nad Alej

高校（注：ペッチーニに所在。）に通っています。金曜日に、それぞれの学校は、午前中で授業を

切り上げましたが、同級生には新型コロナウイルスの症状はないそうです（金曜日現在）。プラハ

６区は、週末にかけて６区内のすべての学校及び幼稚園の消毒を行いました。 

 同日の情報によると、プラハ６区の全幼稚園、全小学校の保護者に対して、１週間の自宅待機を

要請したそうです。 

 ３月９日（月）朝の段階で、チェコの感染者は３２名に激増しています。１７区は、６区の報道

を受けて、対策本部を招集し、６区と同じように対応することを決定し、全学校の保護者に自宅待

機の要請をしました。交流のある１７区のヴェリヒ校やペジナ校も自宅待機の要請をホームページ

に掲載して対応しているとの連絡が入り、本校の休業措置を決定いたしました。９日現在、日本人

学校の関係者に感染者の情報はありません。（裏面参照） 

 

（２）以上の経緯により、３月９日（月）から３月１３日（金）まで学校休業とします。 

（３）卒業式・修了式は実施いたしません。 

（４）卒業証書・修了証書・転出書類などの配布物をお渡ししますので、保護者のみなさ 

   まは、学校へお越しください。児童生徒の同伴は、可とします。日時については、 

   担任より電話連絡いたします。 

（５）春休み中の緊急連絡については、原則として旧連絡網を活用いたします。 

（６）休業中・春休み中は、不要不急の外出を控え、外出する場合は、人混みをなるべく 

   避けてください。また、毎日検温をして体調管理を行ってください。 

（７）感染者が万が一出た場合には速やかに、学校、在チェコ日本国大使館に連絡してく 

   ださい。学校より文部科学省へも連絡いたします。 
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  学校教育目標 
  「 自ら学び共に学ぶ、豊かな心と国際性あふれる たくましい児童・生徒の育成 」 
  目指す子ども像 
   かしこい子・やさしい子・たくましい子・世界で生きる子 
 



プラハ６区 公式ホームページより 

２０２０年３月６日付 

保護者へのお願い 

今週一週間、できれば児童生徒を登校させないでください。そうすることにより、コロナウイルスの感

染を大幅に縮小することが可能となるためです。プラハ６区の春休みは２月最終週でしたが、その間に

コロナウイルスに感染した場合、その症状は、今週の間に最も顕著になると考えられます。よって感染

率も高くなります。学校は、やむを得ず登校させなければならない児童生徒のためだけに運営します。 

・感染予防のため、週末の間にすべての学校と幼稚園に置いて、施設内を殺菌清消毒します。 

・プラハ工科大学は自家製の消毒ジェル１００リットルを６区で勤務する社会福祉関係者に寄付します。 

・これまでに公表された措置は今後も効力を維持します。 

・これまでに公表された要請は、今後も適用されます。 

・この呼びかけは、公立校だけではなく大学や私立の教育機関に対しても適用されます。 

 

https://www.praha6.cz/aktuality/patecni-krizovy-stab-prijal-nasledujici-doporuceni-a-opatreni-2020-03-06 

 

 

 

 

プラハ１７区 公式ホームページより 

2020 年 3 月 7 日 付 

2020 年 3 月 6 日付プラハ 6 区の決断についてのメディアの報道にともない、 

17 区コロナウイルス COVID-19 に関する対策本部は以下のことを決定しました。 

 

保護者へのお願い 

今週一週間、できれば児童生徒を登校させないでください。そうすることにより、コロナウイルスの感

染を大幅に縮小することが可能となるためです。プラハ６区の春休みは２月最終週でしたが、その間に

コロナウイルスに感染した場合、その症状は、今週の間に最も顕著になると考えられます。よって感染

率も高くなります。学校は、やむを得ず登校させなければならない児童生徒のためだけに運営します。 

 

全学校において殺菌消毒による清掃をさらに充実させます。 

殺菌消毒液、ペーパータオルを充分提供します。 

生徒の移動手段として公共交通手段を利用することは避けてください。  

 

 

 


